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検
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０
０
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検
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。

◆�

次
回
か
ら
、
原
子
力
や
放
射
線

の
こ
と
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

対
策
工
事
の
点
検
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　乳用種の肉牛生産が盛んな静岡県では、昔か
ら一部の地域のみで和牛を生産していました。
その中でも御前崎市の旧浜岡地区では和牛肥育
が盛んでした。
　遠州夢咲牛は、平成９年度に岩手県で開催さ
れた第７回全国和牛能力共進会で最高位の内閣
総理大臣賞と農林水産大臣賞を本県で初めて同
時受賞するなど、県内の黒毛和牛の中で最も受
賞実績が多いブランド牛です。生産者は、給与
飼料の統一や牛舎への立ち入りを厳しく制限し
て伝染病の感染を防止するなど、徹底した飼育
管理により高品質な和牛の生産に努め、消費者
に安全安心な牛肉を提供しています。口に含む
と上質な脂の甘みが広がり、柔らかくコクと深
みを楽しむことができます。本市のご当地グル
メであるハヤシライスに使用されたり、学校給
食にも提供されたりしており、市内はもちろん
のこと、県内外からも好評を得ています。
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▲�平成23年第1回点検の様子▲�平成23年第1回点検の様子
　（防波壁基礎部）　（防波壁基礎部）

▲�100回目の現場点検で講評す▲�100回目の現場点検で講評す
る栁澤市長る栁澤市長

（令和元年度認定）
遠州夢咲牛
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